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ドイツにおける前期中等教育段階の物理教育の変遷
一旧東ドイツ地区ザクセン邦ミッテルシュー レ物理と東ドイツオー ベルシュー レ(第5-10学年)物理との比較考察一
田中 賢二
ドイツ･ザクセン邦ミッテルシューレと東 ドイツオーベルシューレとに焦点を当て,いわ
ば学校教育法,学習指導要領などの比較考察から,ドイツにおける前期中等教育段階の物理
教育の変遷を明らかにしてきた｡ほぼ20年間の隔たりを有しているこの新旧物理は,通算呼
称で第6-10学年の5年間になされることで変化はなかったが,週授業時間数合計で13から
10時数へと大きく減少している｡社会主義の優位性 ･正統性などの主張を念頭におかなくな
り,選択分野や拘束性のない指示欄などを設け,生徒の興味関心 ･教師の自由裁量を考慮 ･
許容することになり,力学と電気学分野の減少率･数が大きく,静力学,単純機械.静電楊,
半導体など古典的な内容や工学的な内容が扱われなくなった｡イデオロギーの変化や科学技
術の発展からの影響に加えて,第10学年に教科として特設されていた天文がなくなり,物理
教育の概念 ･構造に変化をもたらしている｡
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Ⅰ.はじめに
ドイツ語圏における物理教育の概念 ･構造はどの
ように変わってきたのであろうか｡旧東 ドイツ地区
における前期中等教育段階では,どうであろうか｡
既に,筆者は, ドイツについては第二次世界大
戦以前において世界をリー ドしてきた物理学の伝
統を背景にもつ (西) ドイツにおける物理教育の
現代化1)など一連の研究を行ってきた｡ほぼ40年
を経て,東 ドイツ (ドイツ民主共和国Deutsche
DemokratischeRepublik)は,邦 (Land)を復活
し,西 ドイツ (ドイツ連邦共和国Bundesrepublik
Deutschland)に編入する形で,ドイツ統合 (1990)
を達成したが,東ドイツの図書 ･雑誌記事などを手
がかりにして,ベルリンの壁の開放からこの統一ま
でのほぼ1年間における東 ドイツの物理教育に関す
る自己反省や過渡的変化の実態2Jを明らかにし,
東 ドイツやソビエトなどの社会主義国からなる東欧
コメコン7カ国における物理教育の特質3)を総括
し,教科書を資料にして東西 ドイツの物理教育の比
較研究4･5)を行ってきた.また,いわゆる西ドイツ
化のもと.旧東 ドイツ地区と東 ドイツの前期中等教
育段階用新旧教科書の分析から ｢エネルギー｣の取
り扱いの変遷6'やこの旧東 ドイツ地区のチューリ
ンゲン邦 ･ザクセン邦に焦点を当て,学習指導要領
などから8年制ギムナジウムの物理教育の現状7･8)
も明らかにした｡
ドイツ語圏であるオーストリア (オーストリア
共和国RepubJikC)sterreich)の前期中等教育段
階における物理教育については,初等教育段階の
教科 ｢事象教授｣ との関連9'を,また,前期中
等教育段階のハウプトシューレにおける物理カリ
キュラムの変化10)ち,後期中等教育段階に属する
4年制の普通教育中等学校の上級段階との比較か
ら5年制職業教育中等学校における物理カリキュ
ラムの現状1)も明らかにしてきた｡加えて,オー
ス トリアとスイス (スイス連邦Schweizerische
Eidgenossenschaft)とに挟まれたドイツ語を公用
語とするミニ国家 ･リヒテンシュタイン (リヒテン
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シュタイン候国FOrstentumLiechtenstein)につ
いては,初等中等教育段階における科学教育の現
状12'も,そ して,スイスードイツ語圏ベルン邦の
ギムナジウムにおける物理教育の現状13)ち,明ら
かにしてきた｡
引き続き,本稿の具体的な目的は,旧東 ドイツ地
区 ･ザクセン邦の ミッテルシューレと東 ドイツの
オーベルシューレ(第5-10学年)とに焦点を当て,
いわば憲法,学校教育法,学習指導要領など14~21)
の比較考察から, ドイツにおける前期中等教育段階
(通算呼称第5-10学年)の物理教育の変遷を明ら
かにすることである｡
なお,この旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦における
初等科学教育, ミッテルシューレにおける物理教育
や生物教育の現状は,3つの拙稿22~24)で明らかに
している｡ また,東 ドイツ15県 (Bezirk)の内,
ドレスデン (Dresden)県･カールマルクスシュタッ
ト (KarトMarx-Stadt)県･ライブツイヒ (Leipzig)
県の大部分 ･コ トブス (Cotbus)県の一部から作
られた連邦構成16邦の一つ,旧東 ドイツ地区 ･ザク
セ ン邦FreistaatSachsen(邦都 ドレスデ ン)は.
いわゆる旧東 ドイツ地区,新編人5邦の中で,最
も人口 ･人口密度の大 きな邦であり,面積 も人口
ち,四国に,ほぼ相当している｡同邦の他の独立市
(KreisfreieStadte)としては,ドレスデンの他に,
ケムニッツ (Chemnit乙 1990年4月の住民投票に
よりカールマルクスシュタットから再改名 ･戻され
る),ライブツイヒなどがある｡
Ⅱ.枠組み
ドイツ民主共和国 (東 ドイツ)は ドイツ民主共和
国憲法 (第17条)によってすべての市民に対 し,秩
一的な教育制度を保障している｡一方, ドイツ連邦
共和国においては教育の管轄権が邦にあることを,
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦の憲法 (第103条)に
よって確認できる｡教育が中央集権から地方分権に
変わったことになる｡
Ⅱ.1.学校制度
表 1と2は,東 ドイツと旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
ン邦における学校教育法である統一社会主義教育制
度法と学校法の一部である｡
表1 東 ドイツ学校教育法 二統一#会主嘉教育制度法
第1条 (1)統一理会i義教育制度の目的は.自覚的に社会的生活を作り上げ,自然を変革し,実現され幸せで尊厳
ある生活をもたらす全面的 ･調和的に発達した社会主義的人格への陶冶･訓育,全国民の高度な教育である｡
(2)#倉皇表教育制度は,理会主義社会を作り･技術革命を遂行し･裡会主義的民主主義の発展に参与できるよう
に,寄与する｡現代的な普通教育と高度な専門教育を行い,社会i藷的モラルの命題の意味で同時に特性を育成
する｡社会主義教育制度は,良き公民として価値ある労働を行う,継続的に学習する,社会的に活動する,とも
に活動する,責任感をもつ,健康に生活する,余暇を有効に活用する,スポーツを行う,芸術を奨励するよう,
至らしめる｡
(3)この目的が,共通の陶冶 ･訓育活動で.社会主義国家.全ての社会諸力とを統一するO
第2条 (1)社会主義国は,統一社会1.藷教育制度でもって,東ドイツの全国民に,同一の権利を保障する｡
(2)統一社会主義教育制度の基本的な要素は以fである｡
-就学前教育諸施設
-10年制普通教育総合技術オーベルシューレ
職ー業教育諸施設
一大学成熟証授与教育諸施設
一技師学校と専門学校
一総合大学と単科大学
一勤労者のための教育 ･研修諸施設
第3条 (1)を会主義教育制度では,全市民が高度な普通教育を受けるO学問の急激な発展と直接的な生産活動とし
てのその役割,技術革命の影響のT.そして,裡会1着社会での人間の根本的に変化した立場や#会主義的文化
の形成に関連して,普通教育の内容は変化している｡現代的･#会主題的普通教育の要素は,数学･自然科学 ･
総合技術 ･公民 ･社会科学 ･道徳 ･母語 ･外国語 ･芸術 ･体育である｡
第8条 (1)東ドイツにおいて普通教育の10年制オーベルシューレ-の就学義務があるO児童生徒のオーベルシュー
レ教育を受ける権利に対応するO
(2)普通教育オーベルシューレへの就学義務は,東ドイツに居住ないし長期滞在して教育を受ける満6歳の児童に
生じる｡
(3)普通教育オーベルシューレへの就学義務は,10年制普通教育総合技術オーベルシューレの在学によって完遂す
る｡場合によっては,職業教育諸施設や勤労者のための教育 ･研修諸施設でオーベルシューレ教育が修了されて
良い｡
(4)徒弟契約にある若者ないし第3項に従い職業教育諸施設や勤労者のための教育･研修諸施設でオーベルシュー
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レ教育を修了してきた若者は,職業学校義務の状態におかれる｡徒弟契約にある若者には,職業学校義務は契約
満了まで続く｡徒弟契約にないオーベルシューレ修了生には,職場での程度の高い契約が修了とされる｡
第13条 (1)10年制普通教育総合技術オーベルシューレ (以下オーベルシューレと称する)は統一裡会1-着教育制度
の基本的な学校種である｡
(2)オーベルシューレは,それ以後の教育と職業活動とに対して基盤として現代的な雀会主義教育的普通教育を行
う｡オーベルシューレでは,陶冶と訓育とが.生活.労働,裡倉皇.轟的上部構造の実際と密接に結びついている,J
オーベルシューレは,社会生活に活発に参加する自覚した裡会主義的公民に.若者を育てる｡
(3)オーベルシューレは,第1-10学年の連続した陶冶 ･訓育活動が確実になる段階をもった学校組織的統一体で
あるoつまり,第1-3学年からなる低学年.第4-6学年からなる中学年,第7-10学年からなる高学年,
第23条 (1)授業の学術性と体系性を保証する国の学習指導要領に従って,授業がなされるべきである｡学習指導要
領には,基礎的な教育内容が長期に定められている(,国民教育省は,学習指導要領が教育学研究者,教員,教育
学分野以外の研究者の協力で作製されていることを,保証する｡
(2)教科書と教材は学習指導要領の内容に従い作られる｡
(3)教員に対して,授業の計画 ･準備 ･実施を高いレベルで可能にし容易なものとする方法論的専門科学的資料が,
提供される｡
(4)指導要領と教科書は国民教育省によって認可される｡教材の認可の規則も決める,J
(5)授業過程は,多面的方法論的処置によって,合理的に作られるべきであるL,生徒は授業に活発に参加する｡授
業時間が十全に利用される｡年齢の特性を念頭において生徒の精神的な能力が高められるO自主的な知識獲得の
方法が.生徒に教えられる｡教授学習過程のプログラミングは,目的に合わせて開発される｡数学 ･外国語 ･自
然諸科学における授業段階は,低学年の場合と同様に,優先的にプログラミングされる｡
第24条 (1)陶冶訓育過程の定期的な分析によって学習指導要領の充実が,審議官と県学務局長によって制御される｡
このために,定期的に.責任を全うする｡
(2)国民教育省大臣が.さまざまな中間試験 ･最終試験の諸要件を定めるLl
表2 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦学校教育法 :学校法
第4条学校の種類と教育段階
(1)学校制度は以下の学校種に区分される,
1.普通教育諸学校 :a)基礎学校,b)特殊支援学校, C) ミッテルシューレ,d)ギムナジウム
2.職業教育語学校 :a)職業学校,b)職業専門学校, C)専門学校,d)専門上級学校,e)職業ギムナジウム
及び,対応した職業教育を行う特別支援学校
3.生涯教育系の諸学校 :a)夜間ミッテルシューレと夜間ギムナジウム,b)コレーク｡
(2)教育段階は以下に区分される,
1.初等教育段階は,第1-4学年である
2.前期中等教育段階は,普通教育諸学校の第5-10学年であり,また夜間削ミッテルシューレを含む
3.後期中等教育段階は.普通教育諸学校や職業教育諸学校の第11-12学年であり,また夜間ギムナジウム,コレー
クを含む｡
(3)ミッテルシューレとギムナジウムとの第5と6学年は,オリエンテーションの機能を有している｡基礎学校卒
業後になされた進路決定は,変更されてよいO
第6条ミッテルシューレ
(1)ミッテルシューレは普通教育と職業準備教育とを行い,職業資格のための前提を作り上げるO 複数課程.ハウ
プトシューレ課程とレアールシューレ課程とに分かれる｡生徒は第9学年までの在学でもってハウプトシューレ
修了証を得る｡ - ･
(2)ミッテルシューレは第5-10学年からなる｡第7学年から,学力と取得希望の修了証とに基づく多様化が始ま
る｡
(3)ミッテルシューレで課程別の学習分野が準備される｡
(4)職業準備と,特に,職業資格付与教育課程への進学容易化との改善のために,ミッテルシューレは.職業教育
諸学校や職業教育関連の諸団体と,協力する｡
第28条就学義務の期間と終了
(1)就学義務は2つの区分からなる｡第1は基礎学校か普通教育の支援学校の第1-4学年そして普通教育の上級
学校の就学 (昼間制学校義務)｡第2は,職業学校か対応する職業教育の特別支援学校の就学 (職業学校義務)｡
(2)昼間制学校義務は9ケ学年にわたり,職業学校義務は通常3ケ学年にわたるO
(3)職業研修生の職業学校義務は,職業養成関係の終了とともに終わる｡
(4)職業学校義務の終了以前に職業養成関係を始めた職業研修生は,職業養成関係の終了で職業学校義務終了とな
る｡職業義務の修了後に職業養成関係を始めた職業研修生は,職業学校か対応する職業教育の支援学校に就学養
- 17 -
田中 賢二
成関係の終了まで通学する｡
第34条進路選択
(1)基礎学校修7時に学校の進路推薦書に基づき両親が進路決定を行う｡第5･6学年においても,学校によって
進路推薦が言及される｡進路推薦に関して両親は,広範に情報を与えられ相談にのってもらうことになるrJ
(2)ミッテルシューレ,ギムナジウム,職業専門学校,専門学校,専門上級学校.職業ギムナジウム.あるいは,
第2の教育の道 (生涯教育)の諸学校への進学に関しては,適性に従い,能力と学力に応じて,生徒が決定する｡
第35条教育基準,学習指導要領,授業時間割,邦統一試験
(1)教育基準,学習指導要領,授業時間割が授業と訓育との基盤である｡これらは,学校当局によって定められる｡
(2)教育基準は,定められた時点までで生徒がどのような知識と資質能力を身につけねばならないかを,定めている｡
(3)1基礎学校以外の普通教育諸学校.2専門上級学校.3職業ギムナジウム,4生涯教育の諸学校,それぞれで,
修了証の等価性を保障するために,筆記試験問題は邦統一的に作成されるO他の学校種にも,統一的に作成され
てよい｡
東ドイツは民主共和国(DemokTatischeRepublik)
と称しているが,その学校教育法の条文内の以下の
ような社会主義を冠として被せた多様な概念.社会
主義教育制度,社会主義的人格,理会i表社会,荏
会主義的民主主義,理会主義的モラル,社会主義国
家,社会主義国,H倉皇表社会,裡会主義的文化,
裡倉主義的普通教育,社会主義教育的普通教育,裡
会主義的上部構造,密会1歳的公民,などで分かる
ように,社会主義国 (DersoZI'a/'stischeStaat)
であった｡一方,旧東 ドイツ地区のザクセン邦は連
邦共和国 (Bundesrepublik)内の一つ邦となった
ので.社会主義国の建設を標梼しなくなったという
大きな変化である｡
東 ドイツは10(3･3･4)2別の学校制度,10
年間の義務教育である｡初等 ･前期中等教育段階と
いう概念はない｡しかし,学年毎の設置教科数の変
化に注目すれば,第1学年前期6,第1学年後期～
4学年7,第5学年10(+選択 1),第6学年11(+
選択 1),第7-8学年13(+選択 1),第9-lo苧
年13(+選択2)であり,4学年と5学年に大きな
段差があり,第5-10学年を前期中等教育段階と見
なせる｡(参照表3,4)
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦は,462制の学校
制度,9年間の義務教育であり, ミッテルシューレ
の使命,2つの課程の相違や移行条件,そして,ミツ
テルシューレ-の進路決定などは原則として入学試
験でなく推薦書によって決まっていくこと.などを
確認できる｡
なお,普通教育を行う中等教育段階の学校は2分
岐し,基礎学校の最終学年第4学年卒業後,45%
が.いわば中高一貫学校としてのギムナジウム (8
年制)に,55%弱が前期中等教育段階だけの,いわ
ば中学校としてのミッテルシューレ (5ないし6年
刺)に進んでいる (2009/10年度)｡また,取得資格
別普通教育学校卒業生数 (2009年)におけるレアー
ルシューレ修了証取得の生徒数とハウプトシューレ
修了証取得及び修了証無取得の生徒数からは, ミッ
テルシューレの卒業生の約7割が,レアールシュー
レ修了証を取得しているとみなせる｡そこで,旧東
ドイツ地区･ザクセン邦前期中等教育段階の学校を,
多数派が在学するミッテルシューレで,代表させる
ことにするO
Ⅱ.2.週授業時間数
表3,4は,東 ドイツオーベルシューレ (第1-
4学年)週授業時間割表,(第5-10学年)週授業
時間割表である｡両表の比較から,第5学年から教
科ロシア語,生物,地理,歴史,選択教科裁縫が新
しく設置され,教科学校園,図画がなくなり,また,
ドイツ語が ドイツ語と文学に変わりドイツ語の領域
郷土科がなくなっていることが分かる｡旧東 ドイツ
地区 ･ザクセン邦前期中等教育段階に属するミッテ
表3 東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)週授業時間割表
第1学年前期 第1学年後期 第2学年 第3学年 第4学年 合計
Deutschunterrichtドイツ語 ll 10 12 14 14 50.5
(davon Heirnatkunde)林土科 (1) (2) (2) (3.5) (3) (10)
Schulgarten学校圃 1 1 1 1 3.5
Mathematik数学 5 5 6 6 6 23
Werken工 作 1 1 1 1 2 5
Zeichnen図 画 1 1 1 1 2 5
Musik音 楽 1 1 1 2 1 5
Sportスポーツ 2 2 2 2 3 9
総 計 21 21 24 27 29 101
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表4 東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)週授業時間割表
Klasse学年 5 6 7 8 9 10 計
DeutscheSpracheundLiteraturドイツ語 と文学 7 6 5 4+1 3+1 3 30
Russisch ロ シ ア 育昏 6 5 3 3 3 3 23
Mathematik数学 6 6 6 4 5 4 31
Phvsik 物 理 - 3 2 2 3 3 13
Chemie化学 - - 2 4 2 2 10
BiOlogie生 物 2 2 1 2 2 2 ll
Geoqraphie地 理 2 2 2 2 1 2 ll
Ast｢onomie天文 - - - - - 1 1
PolVtechnik総 合技術 教育 - - 4 4 5 5 18
Werken工作 2 2 - - - - 4
Schulganen学校 園 - - - - - - 0
Geschichte歴 史 1 2 2 2 2 2 ll
StaatsbLirqerkunde公民 - - 1 1 1 2 5
Kunsterziehung芸 術 1 1 1 1 1 - 5
Musik音楽 1 1 1 1 1 1 6
Sportスポー ツ 3 3 2 2 2 2 14
P¶ichtwochenstunden週 時間数 (必修 ) 31 33 32 32十1 31十1 32 193
fakultativ選択
2.Fremdsp｢ache第2外 国語 - - 3 3 3 2 ll
fakultativeKursenachRahmenproqrammn 大綱 に従 う選択 コー ス - - - - 2 2 4
Nadelarbeit裁 縫 1 - - - - - 1
Wochenstundenh6chstens最 高週時間数 32 33 35 35+1 34+1 34 209
教科数 10 ll 13
(*)大鞘に従って定められている可能な選択22コース:数学､情報､エレクトロニックス､物理の技術的応用､天文と宇
宙飛行､水の化学､ミクロな生物学､情報加工とプロセスの自動化､日動車技術､郷土の領域､社会i題諸国の文化､マル
クスレーニン哲学の基本問題への入門､現代の国際政治の問題､ドイツ国内と凶際的な労働運動史､社会主義世界の誕生と
発展､研究-開発一生産､料理一給仕､裁縫一編み物､文学､音楽､芸術､ロシア語会話
表5 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ週授業時間割表 StundentafelfCJrdieMitelschule
Klassenstufe学年 (基礎学校第 1学年からの通算呼称) 5 6 7 8 9 10 汁
a)Pf tbe｢eich必修
Deutschドイツ語 5 5 4 4 4 4 26
Englisch英語 5 5 4 4 3 3 24
Reliqion/Ethik宗教/倫理 2 2 2 2 2 2 12
Geo phie地理 2 2 2 1 1 2aー 10(か8)
Gesc chte歴史 1 2 2 2 2 2aー ll(か9)
Mathematik数学 5 5 4 4 4 4 26
Physik物 理 - 2 2 2 2 2 10
Chem 化学 2 2 2 6
Bio ie生物 2 2 2 1 1 2 lO
Gem nschaftskunde/Rechtserziehunq社会/会計 2 2 4
Sponスポーツ 3 3 3 3 3 3 L8
Musikg# 2 1 1 1 1 2b) 臼(か6)
Kunst芸術 2 1 1 1 1 2b) 8(か6)
Technik/Computer技術/コンピュータ 2 1 3
nfom1atik情報 1 1 1 1 4
VVirlschaft-Technik-HaushalVSoziales経済-技術一家庭/社会 2 3 3 8
31 31 30 31 32 29 184
教科数 ll 12 13 14 15 14
bー VVa pflichtbereich選択
2.F√e dsprache(abschlussorientie巾 第 2外国語 (修 T証関連) 2 3 3 3 3 14
Neigungskurse興味コース 2 2 2 6
Vertiefunqskurse発展コース 3 3
31+2 32+1 33+1 34+1 32 193+5
Cー Fdrderunterricht補習
a)地理か歴史｡b)音楽か芸術｡
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表6 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ギムナジウム中級段階 (第5-10学年)週授業時間割表
Klassenstufe学年 (基礎学校第1学年からの通算呼称) 5 6 7 8 9 10 計
Deutschドイツ語 5 4 4 4 4 4 25
Religion/Ethik宗教/倫理 2 2 2 2 2 2 L2
Geographie地理 2 2 2 1 1 2 10
Geschichte歴史 1 2 2 2 2 2 1】
Gemeinschaftskunde/Rechtserziehunq/Winscha冊社会/会計/経済 2 2 4
Spo｢tスポーツ 3 3 3 2 2 2 15
Musik音楽 2 1 1 2 1 1 8
Kunst芸術 2 1 1 1 1 1 7
Englisch英語 5a) 4 4 3 3 3 22
2.Fremdsprache第2外国語 -aー 4 4 4 3 3 18
Biologie生物 2 2 2 1 2 2 ll
Chemie化'1-;I: 1 2 2 2 7
P hySik 物 理 - 2 2 2 2 2 10
教科数 10か 日 12 13 14
Profil(gese‖schaftswissenschaftlich,kiJnStlerisch,naturwissenschaftlich,S 3 2+1b) 2+1b) 9
portlich)系別 (社会科学,芸術,自然科学,スポーツ)
ProfiHsprachlich)系別 (言語) 3 3 3 9
Technik/Computer技術′/コンピュータ 2 1 系に相応しい情報教育 b) 5nformatik情報 1 1
31 32 33 34 34 35 199
a)5学年で外国語が2つの場合は,英語3時臥 第2外国語4時間となるo
b)ギムナジウム学校規則の第17条 1項 1-4号における系の第9と10学年で,系に相応しい情報教育が,それぞれ,1/3過授業時
間を数えるL,
表7 前期中等教育段階 (通算第 5-10学年)における物理 Physikの週授業時間数一東 ドイツオーベル
シューレ (第5-10学年)物理 と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ物理との比較-
国 .那 .学校種 (教育段階)＼学年 5 6 7 8 9 10計 %
東ドイツオーベルシューレ - 3 2 2 3 3 13 6_7
旧東 ドイツ地区 .ザクセン邦ミツテルシューレ - 2 2 2 2 2 10 5_4
%は週必修授業時間数合計 (193,184)に占める割合であるL,
ルシューレとギムナジウムの (基礎学校第 1学年か
らの通算呼称で)第5-10学年の週授業時間割表は,
表5,6,である｡これら表4から6から,最も大
きな違い,つまり,変化は,必修 (第 1)外国語が
ロシア語から英語に変わったことであることがわか
る｡また,物理の部分を抜粋整理して作成した表7
は,東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)物
理と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ
(&ギムナジウム中級段階)物理の週授業時間数の
対比を示 している｡
東 ドイツオーベルシューレと旧東 ドイツ地区 ･ザ
クセン邦 ミッテルシューレで選択可能性は.第2外
国語,裁縫 といわば必修クラブである選択コース
(Kurse)程度であるのに対して,旧東 ドイツ地区･
ザクセン邦ギムナジウム中級段階 (第5-10学年)
では,第2外国語が必修になり,系別の必修教科が
準備されていることで違っている｡
東 ドイツと旧東 ドイツ地区･ザクセン邦,ともに,
初等教育段階 (通算第 1-4学年)において科学教
青は独立した教科として設定されていないし,中等
教育段階では,科学 (理科)ではなく,生物,物理,
化学という教科が設けられている｡また,地学とい
う教科もないが,天文という教科が東 ドイツの前期
中等教育段階の最後 (第10学年)に必修教科,旧
東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のギムナジウム上級段階
(第11-12学年)の選択教科として設けられている｡
なお,旧東 ドイツ地区･ザクセン邦 ミッテルシュー
レでは,複数課程,ハウプ トシューレ課程とレアー
ルシューレ課程との違いによって第9年(義務教育)
か第10学年かの修了の違いがあり,物理の週授業時
間数合計も,8か10の違いが生じる｡しかし,前期
中等教育段階の学校を代表させるミッテルシューレ
(のレアールシューレ課程)物理とギムナジウム中
級段階物理との過授業時間数合計は,ともに10時間
で変わりはない｡
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ物
理と東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)物
理は,ともに,前期中等教育段階の第1学年にはな
く,第2-6学年,通算呼称で,第6学年から第10
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学年の5年間でなされていることで変化はないが,
週授業時間数合計が13から10時数へと大きく減少し
ている｡
Ⅱ.3.学習指導要領
東 ドイツと旧東 ドイツ地区･ザクセン邦.ともに,
学校教育法の条文 (23条と35条)で分かるように,
学習指導要領が教育の大綱を規定している｡
表8.9は,東 ドイツオーベルシューレ (第6-
10学年)学習指導要領 ･物理 と旧東 ドイツ地区 ･
ザクセン邦 ミツテルシューレ学習指導要領 ･物理の
冒頭部分と目次である｡
東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)学
習指導要領 ･物理は学年進行で実施に移され,第6
-8学年は1983-1985年,第 9-10学年は1987-
1988年,であり,ベルリンの壁の開放 (1989)など
でわかるように,第10学年は 1年 しか適用されな
かったことになる｡学年毎の目標は指示されている
表8 東 ドイツオーベルシューレ (第6- 10学年)
学習指導要領 ･物理 (冒頭 ･目次)
本学習指導要領は.
第6学年には1983年9月1日,第7学年には1984年9
月IE],第8学年には1985年9月1E],第9学年には
1987年9月1臥 第10学年には1988学年9月1日に有
効となるr,
国民教育省大臣 マルゴット･ホ-ネッカー
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が,学年を越えた教科全体としての目標を知ること
が出来ない｡
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレ学
習指導要領 ･物理は,2004年から3年間を掛けて順
次移行し,部分改訂が,移行段階の終了2009年にな
されている｡ 目次からは, ミッテルシューレにお
ける物理教育が第7学年から複数課程,ハウプ ト
シューレ課程とレアールシューレ課程に分化 してい
ることが確認できる｡
東 ドイツオーベルシューレ物理とは違って,旧東
ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレ物理では
学年毎の目標を示すのでなく,全体としての目標の
みを示している｡
前期中等教育段階 (第5-10学年)における,い
わば新旧のこの学習指導要領の実施開始年は,ほぼ
20年間の隔たり (1983-85,87-88-2004-07)を
有していることになる｡
表9 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシュー
レ学習指導要領 ･物理 (冒頭 ･目次)
ミッテルシューレ学習指導要領*は,
第5-7学年には2004年8月1口
第8学年には2005年8月1日
第9学年には2006年8月1日
第10学年には2007年8月1日
に.有効となるL,
学習指導要領は.ザクセン邦教育･学校開発研究所
(コメニウス研究所)との協力の下,ミッテルシュー
レ教員によって作成されたC部分改訂は,含まれる学
習指導要領移行段階の2009年における終了後,ザクセ
ン邦教育研究所との協力の下.ミッテルシューレ教員
によってなされたLl
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Ⅲ.東 ドイツのオーベルシューレ (第5-10学年)
と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のミッテルシューレ
の物理教育
Ⅲ.1.目標
いわば東 ドイツオーベルシュー レ (第 5-10学
午)における学習指導要領解説で,物理の目標を知
ることが出来る｡表10と11が,東 ドイツオーベル
シューレ (第5-10学年)における理会主義的普
過 (一般)教育への教科物理の機能 と教科物理の目
標 と使命である｡
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレに
おけるZieleundAufgabendesFachesPhysik物
理の目標と使命(課題)は,ハウプ トシューレ課程 (5
年制), レアールシューレ課程 (6年制)別ではな
く,BeitragzuralgemeinenBildung一般教育-
の寄与 とalgemeinefachlicheZiele教科 目標 とに
分けて,示されている｡表12が,旧東 ドイツ地区･
ザクセン邦 ミッテルシューレにおける物理の一般教
育への寄与と教科 目標である｡
表10 東 ドイツオーベルシューレ(第5-10学年)における#会主着的普通 (一般)教育への教科物理の機能
なお,原文の斜体 (イタリック体)を,下記翻訳では斜体太字で示す｡
H会主義的普通教育は.そのヒュ-マナイジング的本質に対応して,全人類による人間の文化の習得に関係してい
る｡基礎的な教育として普通教育の理解の上に,個性の全面的発展の上に,学問的な知識の習得,学問的な思考と学
閥的な認識方法の応用への能力の発展.イデオロギー的立場 ･態度 ･特性の形成が合流していく｡普通教育は.将来
の生活や勉学で基盤となりうる確固とした基礎を作り上げるのに,役立つo
社会の直接的な生産力への物理学の広範な応用に非分離的に結びついている科学技術の進歩の条件のもと,職業活
動で,様々な分野における科学技術発展の理解で.H常の技術的な消費財の取り扱いで,財産学の知p-3gに大きな意味
が加わる｡科学技術進歩は更に,その他の自然諸科学や技術における研究と開発に対する物理学的認識の広範な利用
によって.特徴づけられるOそこで,物理学の知識はまた.自然諸科学や技術における基盤の理解に,不可欠である｡
物理学的概念と法則の習得の際に,生徒は,モデルを使った学習,観察 ･測定を含む実験の実施.数学の応用のよ
うな学府静あ認戯方潜の利用を学ぶべきである｡その他の自然諸科学,社会主義的生産入門の教科の授業が,この方
法利用における能力に支えられ,この方法が人間活動のますます多くの分野で受け入れられているO
物理学的基礎についての厳密で応用範囲が広い知識の伝達で,精神的な能力の発達で,物理教育は,生産力の動的
な発展から生じる知識と能力との諸要請に,うまく合致する｡テクノロジーの急激な変化.科学技術的進歩の応用結
果としての製品,国民経済分野のますます広範な集中は.人間の大きな能力,つまり,新しい事態に順応する能力,
知識を新しいまとめに使う能力.知識と能力を新しい条件の元で扱う能力,を求めるL,自然と社会に関する生徒の理
解力の発展.社会主義社会での労働 ･生活への準備は,同時に,G君の教育学脚 の上昇を求めるrJ科学的な世界
像の青嵐 掛野学府併密のH虜と鯵.轡学静,WigniGの広伊H膚とが密会で支健脚を藷カに併存Lでいるagp諸54,また
H会書題#会における将来の励 にとっTjt材である生産の財経と腰度の紺 を目指す｡そのような個性と態度は.
風紀･意志の強さ･義務感･信頼性 ･凡帳面さ･用意周到さ･正直･助力準備 ･他人とその仕事に対する尊重であるO
向上心 ･友好 ･美に対する感覚と意識のような性向も,重要でないわけでない｡意志 ･試行錯誤の喜び,意識欲,創
造力もまた重要である｡
物理教育の教育使命達成に対する可能性は,物理学が,認識と方法を含み,学問的な世界像の育成に本質的な寄与
をもたらしてきたし.もたらすことから生じる｡更に,物理学的法則の認識と応用とに対する生徒の多面的な活動か
らも,生じる｡この教育目標達成にとっての本質的な条件は,生徒が厳密で応用範囲が広い知識を習得する生き生き
した学問的な認識過程として授業を作り上げることである｡
この視点から物理教育の主要な機能は以下のように定められるOつまり,密会主題hg普題教育の枠内で紛屠教育の
主要を腰彪ば,力学 ･戯力学 ･雷東学 (Elektrizitatslehre)･R'一挙 ･腰■子/冴冴屠学の珍屠学府基産にmする厳密で
広脚 のある知腰,そLT,老齢の実藤 .数学の朋 .モデルの店伊のようを藤園とL/=学周静を一語藤方法を皮う
彪カ.の伝題であるo
表11 東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)における教科物理の目標 と使命
物理教育の中心には,本質的な条件である力学 ･電気学 ･熱)J学 ･光学 ･原子物理学の基鮒 を5mにmする腐園
とLた応用厨園のある知一課の野符があり,これでもって,ji:.徒は自然と技術とにおける現象を理解 ･解明でき,技術
機器を合理的に扱い.卒業後も更に学習できるようになる｡
生徒は,物理学や自然諸科学･技術において基礎となるB孝･草野方法の応m鹿カを,物理教育で獲得するo特に,
モデル･老齢による草野や教学の棚 が含まれる｡生徒は,物理学的法則の習得と応剛 こ際して,過程を観察･記述･
解明し,物理量を測定 ･計算し,測定値を読み取り,仮説 ･条件を立て,実験的に試す能力をつけられる｡
基礎的な物理学的知識,自然科学の本質的な思考 ･学習方法の伝達と習得によって,物理教育において,生徒の科
学戯世界像が拡大 ･深化される｡自然法則の現実的作用,世界の物質的統-｡と認識可能性.これらの世界戯静粛信の
育成が促進される｡生徒は,実際への物理法則の応用によって人間の労働と生活とが影響されていたこと.物理学が
生産力の発展や社会における社会 ･文化的進歩を促進していることの事例の知識を学ぶ｡
求められた教科固有の生徒活動は,勤勉 ･目的追求 ･厳正 ･用意周到 .正直 ･協力のような館腰育成の強化にも,
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役立つ｡物理教育は,生徒の科学技術への興味･創造的な好奇心 ･学習と労働の楽しみを育てるという寄与も,もち
ろん,行う｡
この目標と使命の実現のために,新しい学習指導要領では基礎的な物理法則やそれに必要な概念の習得にとって,
諸条件が改善された｡何容の基礎静をことへの弟Fflが二教材の粛代任と結びついてきた｡同時に,教授過程が教育学
的に改訂されてきた｡簡単から複雑への認識順序にあわせて,生徒の年齢の特殊性 ･授業結果の永続的な確認とが念
頭におかれる｡新学習指導要領は,生徒の社会的な生活過程で物理学の機能を示し,科学と技術へ楽天的な態度を基
礎づけ,物理学的知識の基盤の下,科学技術の進歩の方向性を知らしめる授業に,より向かっている｡
表12 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレにおける物理の一般教育への寄与と教科目標
教科物理は,自然諸教科生物と化学とともに,この現象の物理学的観点を取り上げ物理学的方法で探究することに
よって.複雑な自然現象の理解に寄与する○
物理教育では,自然.人工環境を意識的に把握し.自然科学と技術によって影響を受けた現代世界において,責任
感をもって対峠できるために,生徒は基礎的な物理 .天文学的知識を学ぶo
物理教育は個性発展に資するo共同の実験や問題解決がコミュニケーション能力,チームワーク能力.また,創造
性とファンタジーを支える○物理 .天文学の内容を議論することで,生徒は,目的達成,誠実,自律,論理的思考,
批判的価値とともに,学修能力と職業準備にとって意味のある前提を培う○
更に,教科物理は,自然と技術を扱うことで,興味関心を育てるための推進力となる○
新旧のメディアの活用で,生徒は,生涯教育の基盤を得るロ
生活界の解明と自らの世界像の形成とに関係する物理 .天文学的事象の分析
認識獲得と問題解決とに関係する自然科学的思考.研究方法の育成
東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)と旧
東 ドイツ地区･ザクセン邦 ミッテルシューレの物理,
ともに,一般教育への教科物理の寄与から解き始め
ている｡
重点は,東 ドイツオーベルシューレ (第6-lo苧
午)物理では ｢職業活動で,様々な分野における科
学技術発展の理解で,日常の技術的な消費財の取 り
扱いで｣あり ｢厳密で応ノ静粛J野のある知′戎｣｢膚園
とした学GF7g曹7?Lf3歳方彦｣であるのに対して,旧東
ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレ物理では
｢学修能力と職業準備にとって意味のある前提｣,｢複
雑な自然現象の理解｣であることで違っている｡
技術を扱うことは,東 ドイツオーベルシューレ(第
6-10学年)物理では ｢イデオロギー的立場･態度･
特性の形成｣であるのに対して,旧東 ドイツ地区 ･
ザクセン邦ミッテルシューレ物理では ｢興味関心｣
の喚起であることで違っている｡
期待する個性 と態度育成は,東 ドイツオーベル
シューレ (第6-10学年)物理では ｢理会主義青倉
における将来の店身にとって大野である旦産の厨理.
と腰度｣具体的には ｢風紀 ･意志の強さ ･義務感 ･
信頼性 ･凡帳面さ ･用意周到さ ･正直 ･助力準備 ･
他人とその仕事に対する尊重 ･･･向上心 ･友好 ･
美に対する感覚と意識のような性向 ･･･意志 ･試
行錯誤の喜び,意識欲,創造力｣であり,旧東 ドイ
ツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレ物理では ｢生
涯教育の基盤｣,｢責任感 ･･･コミュニケーション
能力,チームワーク能力,また,創造性とファンタ
ジ一 ･･･日的達成,誠実,自律,論理的思考｣で
違っている｡
東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)と旧
東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレの物理
教育の目標は,ともに4つの要素 :知識,能力,問
題解決,世界像の育成からなり,変化していない｡
ただ,東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)
物理では学習分野 (力学 ･電気学 ･熱力学 ･光学 ･
原子物理学)や,例えば｢藤ノ野とL71･広m薗園のある｣
｢藤倉｣｢桑申｣｢虜托化｣という程度などの指定さ
えも行っている｡
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ物
理では目標の一つとして ｢物理 ･天文学的事象の分
析｣と言及されていることで,天文学の内容を扱っ
ていることがわかる｡表4,東 ドイツオーベルシュー
レ (第5-10学年)週授業時間割表と表5,旧東
ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレ週授業時
間割表の対比によっても確認できるように,東 ドイ
ツでは第10学年に教科として特設されていたが天文
が,旧東 ドイツ地区･ザクセン邦に至ってなくなり,
教科物理で扱われるように変化したことを示してい
る｡
Ⅲ.2.内容
Ⅲ.2.1.概要
表13,14は,東 ドイツオーベルシューレ (第6-
10学年)物理,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッ
テルシューレ物理の学習内容と授業時間数である｡
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表13 東ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)物理の学習内容と授業時間数
6学年 90
2, 物体と物質 59
2.1. 力学 (33)
2.1.1. 物体の特性 (6)
2.1,2, 物体の運動 (6)
2,1.3, 力と物体へのその作用 (5)
2.1.4, 物体の質量 (4)
2.1.5 物質の密度 (5)
2.1.6 粒子からなる物質の構造.振る舞い,体積 (7)
2.2. 熟理論 (23)
2.2.1. 物体の温度 (4)
2.2.2. 温度変化による物体の体積変化 (6)
2.2.3. 加熱と冷却による物質の状態変化 (8)
2.2.4. 熱の伝搬 (5)
2.3. 原子の構造と電荷 (3)
3, 物理学の対象と研究方法 4
4, 幾何光学 25
4.l. 光源と光の伝搬 (4)
4.2. 光の反射 (4)
4.3, 光の屈折 (6)
4.4. 光の屈折と反射による像 (6)
4.5. 光学機器 (5)
7学年 60
1, 力学における力.仕事,仕事率 24
1.1 力 (5)
1.2. コ口,滑車,斜面 (6)
1.3. テコ (3)
1,4. 力学的な仕事 (5)
1,5, 力学的な仕事率 (5)
2, 自然と工学におけるエネルギー 10
2.1. エネルギー.エネルギー形態,エネルギーの (2)
担い手
2.2. エネルギーの変換と伝搬 (4)
2.3. 効率 (2)
2,4. エネルギーの保存の法則 (2)
3. 気体と液体の力学 26
3.1. 容器内の気体の圧力 (4)
3.2. 容器内の液体の圧力 (2)
3.3. 水力学的機器 (3)
3,5, 静止液体と気体内の浮力 (5)
3,6. 流動気体と流動性 (6)
8学年 60
1, 熱力学 25
‖◆ 導入 (1)
1,2. 温度 (2)
1,3. 物体の熟的挙動 (6)
1.4. エネルギーと熟 (3)
1.5. 熟によるエネルギー伝搬 (7)
1,6, 集合状態の変化における遷移熟 (2)
1,7, 内燃機関と蒸気ター ビン (3)
1.8. エネルギーの合理的な利用 (1)
2. 電気学 35
2.1. 導入 (1)
2.2. 電気回路 (2)
2.3. 電荷と電流 (5)
2.4. 電流の強さ (4)
2.5. 電圧 (5)
2.6. 抵抗 (4)
2.7. 電流の強さと電圧と抵抗の関係 (6)
2.8. 工学的な抵抗 (4)
9学年 90
1. 電気学 46
1,1, 静止場 (9)
1,1,1. 電場 (3)
1,1,2. 磁場 (5)
定着と評価 (1)
1,2. 電磁言秀導 (15)
1.2.1, 誘導則 (5)
1,2,2, 交流発電機と変圧器 (6)
1,2,3, 渦電流と自己誘導 (2)
定着と評価 (2)
1,3, 電気伝導現象 (22)
1,3,1. 電気回路における法則 (5)
1,3.2. 金属とイオン化している液体における電気伝導現象 (2)
1.3.3. 気体と真空における電気伝導現象 (5)
1.3,4. 半導体における電気伝導現象 (8)
定着と評価 (2)
2, 実習 10
3, 力学 34
3.1. 運動論 (17)
3,1.1, 運動 (3)
3.1,2, 定速度の際の運動 (3)
3.1,3, 速度が変化する場合の運動 (9)
定着と評価 (2)
3,2, 勤力学 (17)
3,2,1. 相互作用の法則.慣性の法則 (3)
3,2.2. ニュートンの法則 (5)
3,2,3. 円運動の際の力 (2)
3,2,4. 力学的な仕事とエネルギー (5)
定着と評価 (2)
10学年 84
1, 力学 19
1.1. 重力 (5)
1.2, 力学的振動 (7)
1,3, 力学的波 (5)
定着と評価 (2)
2, 電気学 23
2,1, 交流 (ll)
2,2, 振動回路 (4)
2,3, ヘルツ波 (6)
定着と評価 (2)
3, 光学 12
3,1. 幾何光学 (5)
3.2. 波動光学 (6)
定着と評価 (1)
4, 総復習と実習 18
5. 核物理学 12
5.1. 原子核と核崩壊 (7)
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東 ドイツでは物理教育入門に始 まり,核物理学で
終わるが,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ではいわば
身のM りの物理現象から始まり,電気 ･光の現代的
表14 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシュー
レ物理の学習内容と授業時間数
4ケ学年*54 (27*2)=216+1ケ学年*44 (22*2)-260
ハウプトシューレと異なる部分を翻訳し,異なる数値とと
もに太字にする｡(括弧内の数値はハウプトシューレの場合
と注記)
6学年 54
必修学習分野 1光とその現象 18
2物体の運動,物の密度. 14
3物体の温度と状態 3
4電気回路 5
選択学習分野 1:童話での物理, 2:昼夜 4
でのオリエンテーション (方位決定),
3:時間測定の歴史
7学年 54
必修学習分野 1力とその作用 22(20)
2エネルギー,環境,人間 8
3電気伝導 0 2
選択学習分野 1:自然の力,稲妻, 2:早 4
純器棟, 3:釣合における物体
8学年 54
必修学習分野 1:金属内の電導 15
2圧力とその作用 10
3熱と熱機関 2
選択学習分野 1:飛行の物理学, 2:非電 4
気量の電気的測定, 3:自動車の物理学
9学年 54
必修学習分野 1:半導体素子とその利用 10(8)
2核分裂融合-利用と危険 6(7)
3宇宙,地球,人間 14
4∴運動とその起因 20(14)
選択学習分野 1:空想の物理学, 2:管内 4
の電革, 3:投射と飛行-運動の合成
10学年 44
必修学習分野 1:電気エネルギーの生産と加工 12(第9学年)
2情報処理の基礎 12
3光と色 8
4:実習 8
選択学習分野 1現代物理学, 2:星-の 4
な内界で終わる｡東 ドイ､ソではすべて必修 ･詳細に
指示 しているが,旧東ドイツ地LX.･ザクセン邦では
選択が準備 されているC選択分野 を設けることに
なった変化は,生徒の興味関心 ･教師の自由裁量を
考慮 ･許芥することになったことといえる｡
東 トイツでは力学 ･熱学 ･電気 ･光の2M通過法
であるが,LH東 ドイツ地区 ･ザク セン邦では見 られ
ない｡
既に, 目標の対比で東 ドイ､ソでは第10学年に教科
として特設されていた天文が,旧東 ドイ'ソ地区 ･ザ
クセン邦に至ってなくなり,教科物理で扱われるよ
うになったことを知ることができたが,第9学年の
第 3必修学習分野 Lernbe｢eich3:Kosmos,Erde
undMensch14Ustd.宇宙,地球.人間 (14時数)
や第10学年 の選択学習分野 Wahlpl=licht2:Reise
zudenSternen星への旅宥 (4時数)などで,天
文学が内容的に扱われていることを確認できる｡勿
請,東 ドイツの教科天文の学習内容 (28時数)の一
部に対応 し,変更されていることに,疑いを挟める
ものではない｡
Ⅲ.2.2.割合
東 ドf､ソの指導要領解説では,学習内容を5つの
分野区分で捉えている｡それに従って.東 ドイツと
I日東 ドイ､ソ地区 ･ザクセン邦物理の学習内官を授業
時数の割合で求め図示 したのが,図1である､
東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)物理
と旧東 ドイツ地lx:.ザクセン邦 ミ､ソテルシューレ物
哩, ともに,力学>電気学>熱力学>光学>原了一/
核物理学で,変わっていない｡
東 ドイ､ソオーベルシュー レ (第6-10学年)物理
は力学が,旧東 ドイツ地区 ･ザクセ ン邦 ミッテル
ンユー レ物椎はその他が,大 きな位置を占めること
l口 力 学 一 電 気 学 □ 熱 力 学 口 光 学 E= 原 子 / 核 物 理 学 Egそ の 他 l
東 ドイ､ソザ クセ ン 0 0%
136 104 巨司 憾糾r阻 慣 匡 聖 -
/ /
図1 前期中等教育段階 (通算第 5-10学年)における物理 Physikの学習内容の分野別割合及び授業時数
一東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)物理 と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦 ミッテルシューレ物
理 との比較
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に変わっている｡
この力学,電気学,熱力学,光学,原子/核物理
学分野以外のその他は,東 ドイツオーベルシューレ
(第6-10学年)物理では6学年の物理教育入門
(2),物理学的研究方法(4),7学年の自然と工学
におけるエネルギー(10),9学年の実習(10),10
学年の実習と総練習 (18),授業時数計44(11.5%)
であり,旧東 ドイツ地区･ザクセン邦 ミッテルシュー
レ物理では6-10学年それぞれで選択学習分野 (各
4),7学年のエネルギー,環境,人間(8),9学
年の宇宙,地球,人間(14),10学年の情報処理の
基礎(12)と実習(8),授業時数計62 (23.8%)を
数え,大きな変化である｡
東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)物理
から旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ
物理への週授業時間数合計では,13から10時数へと
大きく減少しているが,5分野では,力学と電気学
における減少率 ･数が大きい (約5割 ･70時数,約
4割･42時数)｡表13,14,東 ドイツオーベルシュー
レ (第6-10学年)物理,旧東 ドイツ地区 ･ザク
セン邦ミッテルシューレ物理の学習内容と授業時間
数を参照すれば,静力学,単純機械,静電楊,半導
体など古典的な内容や工学的な内容が扱われなく
なったといえる｡
Ⅲ.2.3.指示例
東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)物理
の学習内容指示を,その最初と最後の事例で示せば,
表15と表16となる｡
第6学年で学び始めることになる物理の対象分
野 ･方法 ･意義の概要などを,最初の2時間で扱う
ことを求めている｡注の最後の記述 ｢現代の社会主
義薗生産にとっての物理学の意義が特に明らかにさ
れる｣は,重視されるべきだというアナウンスの反
映である｡
最終学年の最後の5時間では,核物理学の ｢人工
核変換｣,歴史上及び実際上で重要な核変換,核分裂･
核融合 ･それらの利用を扱う｡現実にある原子力発
電と未来の核融合発電,核兵器に触れ,裡倉皇東国
としてのソビエ トそして東 ドイツの優位性 ･正統性
などを問題にしている｡
社会主義国における教育の特徴が,これら ｢現代
の理会主題的生産にとっての物理学の意義｣,裡倉
皇東国としてのソビエ トそして東 ドイツの優位性 ･
正統性などを問題にしていることに,兄いだせる｡
表15 東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)物理の学習内容指示例 (最初):第6学年,第 1章 :物
理教育入門 2時数 太字下線は訳者が入れる
第1章.物理教育入門 2時数
簡単で成果豊かで,簡単な読み取りを許す実験でもって.物理学の対象分野と研究方法への最初の洞察が,与えられ
るOとりわけ,物理教育に全ての目標設定を与え,6学年の授業から若干の重点を明らかにする教材の事例が,選択
される｡この導入授業は以下の結果をもたらすべきである｡つまり.
一生命のある自然と生命のない自然で同じように経過する現象を物理学で扱う
-物理現象は,これを説明されうるまとめを基盤とする
一物理現象でまとめを認識するために,物理学では実験を実施する
一実験で正確に観察･測定せねばならない
一物理の成果は社会の利用にも障害にもなりうる
注 :新教科の対象分野と研究方法への最初の洞察は,生徒に理解でき経験界に由来する現代物理学と技術の事例と結
びつく｡世界の認識可能性の問題に対する最初の世界観的関連も,利用されるo現代のH会主題的生産にとって
の物理学の意義が特に明らかにされる｡
表16 東 ドイツオーベルシューレ (第6-10学年)物理の学習内容指示例 (最後):第10学年,第5章 (核
物理学)2節 :人工核変換 5時数 太字下線は訳者が入れる
第5章2節 人工核変換 (5時数)
原子核へのα粒子や中性子の衝突の結果としての核変換 ;ラザフォードによる歴史的に最初の核変換
人工放射性核の発見と利用
ウラン238と中性子の衝突による核変換 :(式省略)
ハーン,マイトナー.シュトラウスマンによるウランでの核分裂の発見;崩壊式 (式省略)
核分裂によるエネルギー放出:キュリーとフェルミによる連鎖反応の発見
核反応器の構造と作用様式
原子力発電のブロック図
水素核からヘリウム核への核融合
式 :(式省略);核融合の他の種類への指示
核融合によるエネルギー放出;燃焼 ･核分裂 ･核融合によって放出されたエネルギーの大きさ比較
- 26 -
ドイツにおける前期中等教育段階の物理教育の変遷
核兵器の開発と使用の歴史 ;指導的な科学者 (例えばアインシュタイン,シラー ド,オッペンハイマー)の態度と動
機の価値
ソビエ トにおける核兵器開発の必要性 ;クルチャトフの生涯と成果の評価
科学者と政治家としてのジュリオット･キュリーの活動
物理学の認識の平和利用と人類の原子力の驚異とへの闘いの必要性
屯所建設.東 ドイツの原子力発電所とエネル核エネルギーの平和利用の歴史 :ソビエ トにおける世界最初の
ギー経済に対するその意味
未来のエネルギー供給に対する融合炉研究活動の意義への展望
人工放射性核の発見と利用に関する報告
ハーン･マイスター ･シュトラスマンによる核分裂の発見に関する報告
燃焼 ･核分裂 ･核融合によって放出されたエネルギーの大きさ比較
核分裂 ･核融合の式の説明
旧東 ドイツ地区 ･ザクセ ン邦 ミッテル シューレ物
理の学習内容の指示は,表による形式で行われてい
る｡備考 は提案であ り,適切 な教授学習方法の指
示,内容的な説明, また,生徒への多様な支援可能
性 の事例であ る｡- で, 同一教科 内や他 の教科の
目標 と内容 に,そ して,一一で, ミッテル シュー
レの教科 枠 を越 えた上位 の 目標 (Bildungs-und
Erziehungsauftrag陶冶訓育使命)に対す る関連指
示 も含んでいる｡備考の欄が選択で, 目標 と内容の
欄が必須 といえる｡
表17は,その最初であ り,ハ ウプ トシュー レ課程
とレアールシュー レ課程で共通 :第6学年,第 1学
習分野 二光 とその現象,18時数である｡6つの大項
目とそれぞれ 0-3の中項 目,計11の中項 目か ら構
成 されている｡最初の大項 目は,東 ドイツ物理 と同
じように,学び始める ｢物理学 と天文学への洞察｣
であ り,その後の大項 目では天文学に密接 に関係す
る簡単な光学現象や機器 を扱 ってい く｡
表18は,最後,第10学年,第4学習分野 :実習,
8時数である｡2つの大項 目とそれぞれ 3の中項 臥
表17 旧東 ドイツ地区･ザ クセン邦 ミッテルシューレ物理の学習内容指示例 (最初):第 6学年,第 1学習分野 :
光 とその現象18時数
LernzieleundLerninhalte目標と内容 Bemerkunqen備考
物理学と天せ学-の洞察 自然観察.自然法則.有用な研究.物理学の諸/,71野
光の伝搬現象の理解-光源と光っているもの一 の伝搬特性 暦史的な考察,今日の光源とその応用
･全方性,直進性光速 太陽から地球まで光の到達時間誘渦性-全影と半影 (生徒実験)
光の反射における知識の転移 氷,水の表面,装飾品
-平面鏡の反射法則,入射角-反射角 (生徒実験) 鏡映文字
-光線の記号 記録に際して他の自然諸科学との協力
-凹面鏡 -生物,第5学年,第6学習分野
裁量 :放射線レベル
-数学,第5学年,第3学習分野
裁量 :反射鏡
投光湛置.太陽オーブン :(生徒実験)
簡単な光学機器で光の屈折に関する知識の応用 日常の諸現象
-空気からガラスや水-,その逆での光の進行における 光線の可逆惟
屈折の法則 (生徒実験) -牛物.第6学年,第3学習分野
-凸レンズ (生徒実験) 稚散レンズの言及
･焦点と焦点距離 像の拡大 .伸縮
･主要な光線を使った像の完成 実像 .虚像
-写真機.プロジェクター 目.ルー/ヾ.めがね
天文事象-の知識の転移 プラネタリウムや学校天文巾の見学
-太陽系の構造 -地理,第5学年,第 1学習分野
･太陽,地球,目 継続観察
･惑星の配置 大きさ;モデル
-一美的感覚 :自然現象の美しさ
企画の作製 マニュアルに従い,あるいは,宿題でも可能,日時計,潜望
鏡,ピンボールカメラ
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表18 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ミッテルシューレ物理の学習内容指示例 (最後):第10学年,第4学習
分野 :実習8時数
目標 と内容 備 考
-実験 の 目標 物理法則の獲得,確認 と応用
-実験的な諸条件 観察~r1用EJr/i:.,反復 ｢,T能性
-実験の際の諸段階 i-己鋭 二誤薫考察
生徒実験の作製 コンピュータの利用,表計算
- 密度決定 固体 と液体
- ブラ ックボ ックス実験 よく1-日られた兵 Tの特性
計6の中項目から構成されている｡特定の実験を想
定していない実験計画と実施で終わる｡東 ドイツの
場合と大きく変わっている｡｢特定の実験を想定し
ていない実験計画と実施｣も生徒の興味関心 ･教師
の自由裁量の考慮といえるO
Ⅳ.あわりに
旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のミッテルシューレ
と東ドイツのオーベルシューレ (第5-10学年)と
に焦点を当て,いわば憲法.学校教育法,学習指導
要領などの比較考察から,ドイツにおける前期中等
教育段階 (通算呼称第5-10学年)の物理教育の変
遷を明らかにしてきた｡
旧東 ドイツ地区のザクセン邦は,西 ドイツつま
り連邦共和国 (Bundesrepublik)を構成する邦と
なり,東 ドイツつまり民主共和国 (Demokratische
Republik)で掲げられていた社会主義国の建設を
標梼しなくなり,その教育制度は中央集権 ･単線型
から地方分権 ･フォーク型に大きく変化し,第5-
10学年と見なしてよい前期中等教育段階は,東 ドイ
ツでは全員が在学する10年制オーベルシューレの
最後の6年間しかなかったが,旧東 ドイツ地区 ･ザ
クセン邦では多数が在学する6年制ミッテルシュー
レと後期中等教育段階をも含む8年制ギムナジウム
の最初の6年間(中級段階)とに分かれることになっ
た｡
比較考察の資料として選んだ旧東 ドイツ地区の
ザクセン邦ミッテルシューレ物理と東 ドイツオー
ベルシューレ物理とのいわば新旧学習指導要領
(Lehrplan)は,実施開始年で比べれば,ほぼ20
年間の隔たりを有している｡旧東 ドイツ地区のザク
セン邦ミッテルシューレ物理と東 ドイツオーベル
シューレ物理,ともに,前期中等教育段階の第1学
年にはなく,第2-6学年,通算呼称で,第6学年
から第10学年の5年間でなされていることで変化
はないが,週授業時間数合計が13から10時数へと
大きく減少している｡
この新旧物理ともに,目標は一般教育への教科物
理の寄与から解き始めていること,4つの要素 :知
識,能九 問題解決,世界像の育成からなること,
内容分野の割合の大小は力学>電気学>熱力学>光
学>原子/核物理学であることで,変化は見られ
ない｡しかし,注目したい変化は,｢社会主義裡会
における将来の活劇にとって大i好である_生産の僻任
と腰度｣から ｢生涯教育の基盤｣,｢責任感 - ･コ
ミュニケーション能力,チームワーク能力,また,
創造性とファンタジー- ･目的達成,誠実,自律,
論理的思考｣へという期待する個性と態度の変化
社会主義国としてのソビエ トそして東 ドイツの優位
性 ･正統性などイデオロギーを念頭におかなくなっ
たこと,選択分野や拘束性のない指示欄などを設
け,生徒の興味関心 ･教師の自由裁量を考慮 ･許容
することになったこと,また,力学と電気学分野の
減少率 ･数が大きく,再力学,単純機械,静電楊,
半導体など古典的な内容や工学的な内容が扱われな
くなったことである｡
最後に,物理教育の概念 ･構造の観点から特記し
ておきたいことは,イデオロギーの変化や科学技術
の発展に加えて,天文の教科として存否が物理の概
念や構造に影響を与えてきたことである｡つまり,
東 ドイツでは第10学年に教科として特設されてい
た天文が,旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦に至ってな
くなり,目標や内容の指示でも分かるように,部分
的に教科物理に組み込まれることになったのである｡
なお,本論文は,第35回科学教育学会年会 (平成
23年8月23日,横浜市 ･東京工業大学)において口
頭発表した内容に,基づいたものであり.加えて,
本研究の一部は.平成23-25年度 科学研究費助成
事業 (学術研究助成基金助成金 (基盤研究 (C))
課題番号23501068｢ドイツ語圏における物理教育の
概念･構造に関する研究｣(研究代表者:日中賢二)
によって,支援を受けているo
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